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くらしの

資源保護のため

あき缶は

リサイクルへ

役場293－1234

新築県営住宅

の入居者募集
●募集住宅　有田団地（前原市）、

田主丸団地（浮羽郡田主丸町）、

城島団地（三滴郡城島町）、高

坊団地（北九州市小倉北区）、

居合団地（京都郡苅田町）、久

福木団地（大牟田市）

●真筆期間　3月31日（火）まで

●申込書配布場所　県住宅供給公

社、北九州県営住宅管理事務

所、遠賀町役場総務課

●申込み・問い合わせ　県住宅供

給公社県営住宅管理部

℡092（713）1683

（福岡市中央区天神五丁目3－1）

平成10年2月末日現在（）は前月比

a細（＋8）

鳩妨（＋6）

●男・・・9，405　●女…10，370

●転入・・・．一一・62　●転出……48

●出生……　7　●死亡……15

〆「

新町月極駐車場
契約者募集
●募集期間
3月26日～4月10日

●募集台数17台
●料金　月額2，100円
●申込み　総務課管財係
※先着順にて受付

わ
ん
ぱ
く

あ
り
ま
す
（
テ
ー
マ
‖

み
ん
な
み
ん
な
あ
と
も
だ
う
ー
・
）

●
と
き
　
4
月
1
4
日
　
（
火
）
午
前
1
0
時

～
日
時
5
0
分
（
受
付
＝
午
前
9
時
0
0

分
～
1
0
時
）

●
対
象
　
生
後
4
か
月
児
～
就
学
前
の

乳
幼
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

●
内
容
　
平
成
1
0
年
度
の
内
容
説
明
・

保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
・
育
児
交

流
、
予
約
制
で
の
言
語
訓
練
士
に
よ

る
言
葉
の
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
お
し
ぼ

り
、
新
聞
紙
、
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

4
か
月
児
健
康
珍

重
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
9
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
〕

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
5
か
月
児

（
平
成
9
年
日
月
か
ら
1
2
月
ま
で
に
生

ま
れ
た
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
・
葉
巻
士
に
よ
る
健
康

相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

妊
婦
相
談
があ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
6
日
　
（
月
）
午
後
1
時

0
0
分
－
3
時
0
0
分
　
（
受
付
＝
午
後
1

時
2
0
分
－
1
時
5
0
分
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
産

前
・
産
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と
お

産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
当
日
母

子
健
康
手
帳
を
受
け
取
る
人
）

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

遠
賀
町
役
場
事
務

ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

遠
賀
町
役
場
で
は
、
事
務
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
希
望
さ
れ
る
人
の
登
録
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
履
歴
書
を
添
え

て
総
務
課
人
事
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

な
お
、
登
録
者
は
、
業
務
の
状
況
に

応
じ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
に
採
用
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
登
録
期
間
　
平
成
n
年
3
月
3
1
日
ま

で
●
勤
瀦
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
－
午
後

5
時

●
賃
金
　
日
額
　
六
千
百
円

●
対
象
者
　
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

●
問
い
合
あ
せ
　
総
務
課
人
事
係

こ
い
の
ぼ
り
＆
ぬ

い
ぐ
る
み
を
寄
付

し
て
く
だ
さ
い
！

社
会
教
育
課
で
は
、
平
成
1
0
年
鹿
の

子
ど
も
ま
つ
り
に
向
け
て
、
こ
い
の
ぼ

り
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
寄
付
を
募
っ
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
こ
い
の

ぼ
り
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
綿
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
　
社
会

教
育
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

内
線
3
5
1

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

浄
化
柵
を
お
使
い
の
み
な
さ

ん
へ
　
年
に
1
回
、
浄
化
柵

の
模
萱
を
受
け
ま
し
ょ
う

す
べ
て
の
浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
浄

化
槽
法
に
よ
り
、
浄
化
軌
が
適
正
に
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
身
近
な
川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
、
こ
の
検
査
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
検
査
は
県
知
事
が
指
定
し

た
左
記
の
検
査
機
関
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
検
査
手
続
き
は
、
浄
化
槽

の
保
守
点
検
・
清
掃
業
者
に
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ

さい。
◆
指
定
検
査
機
関
　
側
福
岡
県
浄
化
槽

協
会
　
福
岡
県
粕
屋
郡
篠
栗
町
大
字

乙
犬
九
六
六
－
二
　
℡
0
9
2
　
（
9

4

1

）

　

1

8

0

0

●
問
い
合
わ
せ
　
下
水
通
謀



4月1日から遠賀町手数料条例が

次のとおり改正となります
地形図　2、500分の1　　　　　　　1枚につき800円

5．000分の1　　　　　　1枚につき400円

その他　　　　　　　　　　　　　1枚につき300円

◇公簿、図面等の閲覧は、それぞれ1人1回（次に定め

る件数等による）につき300円

住民票の1回とは、1世帯

土地課税台帳の1回とは、10筆まで

家屋課税台帳の1回とは、1所有者

地籍図の1回とは、5枚まで

その他の公募、図面等の1回とは、町長が別に定める

ものを除き、1時間まで

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1通につき300円

1筆または

1枚につき300円

◇住民票の写し

◇身分に関する証明

◇戸籍の附票の謄抄本

〈〉印鑑登録証明書

◇土地に関する証明

◇家屋に関する証明

◇租税および公課に関する証明

◇その他の事項に関する証明

◇公簿、地籍図等の写しの交付

地籍図　500分の1

地籍集成図1．000分の1、2，500分の1

1枚につき800円

●問い合わせ　税務課、住民課（住民係）

遠賀町社会福祉協議会

業務日変更のお知らせ
4月1日から社会福祉協議会は、

ふれあいの里センターの休館日にあ

わせて毎週月曜日が休日となります。

火曜日から日曜日までは午前8時

30分から午後6時まで業務を行いま

す。

圃

平
成
9
年
度
か
ら
開
設
し
ま
し
た
身

体
障
害
者
相
談
日
の
開
設
を
、
4
月
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
心
配
ご
と

相
談
所
開
設
に
合
わ
せ
て
、
同
じ
日
に

行
う
よ
う
次
の
通
り
変
更
し
ま
し
た
の

で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
4
月
、
1
月
、
1
0
月
、
1
月
（
年

四
回
）
　
第
二
月
曜
日
　
午
後
1
時
～

4
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
　
西
久
保
泰
代
さ
ん
　
℡
　
（
2

9

3

）

　

1

7

9

4

初
乗
り
料
金
を
補

勤
し
ま
ず
　
福
祉
タ
ク

シ
ー
料
金
補
助
支
給
制
塵

4
月
1
日
か
ら
募
集
し
ま
す

●
対
象
者
　
遠
賀
町
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
　
（
外
国
人
登
録
原
票
を
含

む
）
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
重

度
心
身
障
害
者
　
（
身
体
障
害
者
手
帳

の
一
級
ま
た
は
二
級
・
療
育
手
帳
の

「
A
L
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
）
　
で
、
平
成

9
年
度
　
（
8
年
分
）
　
の
町
民
税
が
非

課
税
の
方
。

●
補
助
額
　
利
用
券
一
枚
に
つ
き
、
基

本
料
金
の
額
。
（
初
乗
り
料
金
分
）

●
利
用
券
交
付
枚
数
一
年
度
中
　
（
4

月
～
翌
年
3
月
）
　
で
二
十
四
枚
。

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は
四
十

八枚。

●
持
参
品
　
印
鑑
と
手
帳
　
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
考
証
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
内
線
2
8

9

中
央
公
民
館
の
図

書
室
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

●
仕
事
の
内
容
　
図
書
室
一
般
業
務
お

よ
び
相
談
業
務

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
む
図
書
司
書

の
資
格
を
諾
っ
た
人
で
、
土
・
日
曜

日
も
勤
務
で
き
る
人

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
勤
務
時
間
　
火
曜
日
～
土
曜
日
の
午

前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、

日
曜
日
は
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

0
時
0
0
分
ま
で
　
（
交
替
制
で
月
に
8

日
程
度
）

●
申
込
み
　
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
し

て
、
4
月
1
0
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
遠
賀

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
綻
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
公
民
館

係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

法
務
局
か
ら
交
付
手
数

料
改
定
の
お
知
ら
せ

4
月
1
日
か
ら
不
動
産
・
商
業
法
人

登
記
簿
の
謄
抄
本
、
会
社
の
印
鑑
証
明

書
等
の
交
付
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改

正
に
な
り
ま
す
。

◆
謄
本
・
抄
本
、
登
記
事
項
証
明
書

日

　

　

　

　

　

新

八
百
円
　
－
　
千
円

◆
叢
話
簿
の
閲
覧
、
登
記
事
項
要
約
蕾

日

　

　

　

　

　

新

四
百
円
　
－
　
五
百
円

◆
印
鑑
証
明
書

日

　

　

　

　

　

新

四
百
円
　
－
　
五
百
円

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
登

記
所
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



険金民目
保険料は20歳から60歳になるまでの40年

間納めることになっています。老齢基礎

年金を受けるためには、この間に最低25
年以上（保険料免除期間やカラ期間を含
む）の保険料を納めることが必要です。

⑯13，300円（平成10年4月から）
付加保険料　月額400円（第1号被保険者で希望者のみ）

●申し込み手続き●

申込用紙は、指定金融機関及び収納代理金融

機関の窓口に用意しています。下記のものをご

持参のうえ、お申込み手続きをしてください。

①預金通帳

（②預金通帳届出の印かん

（①国民年金保険料納付書

国民年金・厚生年金等の老齢基礎

年金とは、異なりますのでご注意

ください。

支払いは4月10日から

受け取った後は年金証書の提出を

忘れずにII

r

厚生年金や共済組合の加入者に扶養
されている配偶者。（健康保険の被保
険者になっている配偶者のことです。）

では 

毎∴月 � � 

納めた甥合 �159，600円 �164，400円 

前納 した場合 �155．750円 �160．430円 

割引 される額 �3，850円 �3．970円 

※前納は、4月30日（木）までに

国民年金
保険料の納付は

便利で確実標

口座振替で

や欝響議詰 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
基
礎
年
金
（
老

齢
・
障
害
・
遺
族
）
　
を
支
払
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
基
礎
年
金
は
将
来

に
わ
た
り
生
活
の
基
礎
的
部
分
を
ま
か

な
う
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
年
金
額
の

値
打
ち
が
守
ら
れ
る
よ
う
物
価
の
上
昇

に
応
じ
て
毎
年
4
月
に
年
金
額
の
改
定

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
少
な
く
と
も
五
年

ご
と
に
は
生
活
水
準
の
向
上
に
み
あ
う

年
金
額
の
見
在
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
物
価
上
昇
や
生

活
水
準
の
向
上
に
よ
る
年
金
額
の
引
き

上
げ
に
照
ら
し
て
、
保
険
料
も
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。現
在
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
、
将
来
私
た
ち
自
身

が
年
金
を
受
け
取
る
と
き
の
年
金
の
値

打
ち
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
保

険
料
引
き
上
げ
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
理
解

く
だ
さ
い
。

納
付
組
織
で
納
め
る
と
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す

五
人
以
上
の
納
付
組
織
を
作
っ
て
、

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
、
徴
収
総
額
の
二
％
の
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。
お
得
で
す
の
で
、
ご
近

所
の
人
や
、
お
知
り
合
い
の
人
と
納
付

組
織
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

便
利
で
お
得
な
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
利
用
さ

れ
る
と
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
に
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
お

得
で
す
。
4
月
に
平
成
n
年
3
月
ま
で

の
一
年
分
を
前
納
す
る
場
合
の
保
険
料

額
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

4
月
期
の
支
払
い
が
4
月
1
0
日
（
金
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
4
月
期
分
を
受
け

取
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
老
齢
福
祉
年
金

証
書
を
役
場
国
保
年
金
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

8
月
に
受
け
取
る
年
金
額
を
記
入
す

る
た
め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。
必
ず

守
り
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
は
2
0
歳
か
ら
0
0
歳
に
な
る
ま
で
の

職
業
・
収
入
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
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廃
品
（
資
源
ご
み
）
回
収
実
施
団
体
へ
の

奨
励
金
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す

使
い
捨
て
時
代
と
呼
ば
れ
る
現
在

は
、
ご
み
の
量
が
増
え
る
ば
か
り
で
な

く
大
切
な
資
源
を
食
い
つ
ぶ
し
、
ま
だ

利
用
で
き
る
も
の
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
お
金

を
か
け
て
灰
に
し
、
埋
め
立
て
し
て
い

ます。遠
賀
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

化
の
た
め
に
平
成
3
年
度
か
ら
廃
品
回

収
実
施
団
体
へ
の
奨
励
金
制
度
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体
は
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
で
す

奨
励
金
制
度
の
対
象
と
な
る
団
体

は
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
継
続
的

に
実
施
す
る
町
内
の
自
治
会
、
子
供
会
、

婦
人
会
、
老
人
会
、
そ
の
他
の
団
体
で
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
に
限
り
ま

す。

奨
励
金
交
付
団
体
の
登

録
は
4
月
5
0
日
ま
で

対
象
と
な
る
品
目
は
絶

類
・
布
類
・
鉄
類
・
ピ
ン

類
の
4
桂
瀬
で
す

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
現
在
、
継
続
的
に
廃
品

回
収
を
し
て
い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
4
月
1
日

（
水
）
　
か
ら
4
月
0
0
日
　
（
木
）
　
ま
で
に

役
場
保
健
衛
生
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
登
録
は
、
一
年
度
ご
と
の
更
新
制

です。

紙
類
・
布
類
・
鉄
類
・
ビ
ン
類
に
つ

い
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

奨
励
金
は
富
団
体
の
活

動
萱
な
ど
有
意
義
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い

平
成
9
年
度
は
二
十
人
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
資
源
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
町
中
に
も
っ
と
資
源
ご

み
回
収
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

奨
励
金
制
度
の
概
要

○
資
源
ご
み
集
団
回
収
団
体
の
届
け
出

（
4
月
5
0
日
ま
で
）

※
届
け
出
を
も
と
に
登
録
し
ま
す
。

（
登
録
は
単
年
度
の
み
有
効
）

観

↓

●∵

三
三

据

○
資
源
ご
み
回
収
活
動
（
廃
品
回
収
）

⇔

○
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
の
売
却

※
業
者
か
ら
品
目
別
数
量
・
売
却
明
細

書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

蔭

○
奨
励
金
交
付
申
請
書
を
役
場
保
健
衛

生
係
へ
提
出

※
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
明
細
書
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

鞄

○
奨
励
金
交
付
決
定
通
知
書

※
代
表
者
へ
通
知
し
ま
す
。

搭

○
奨
励
金
交
付

※
　
っ
役
場
窓
口
受
け
取
り
合
又
は
　
『
金

融
機
関
振
込
」

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



狂犬病の予防注射と登録は忘れずに

平成10年度狂犬病予防注射日程表
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日 �日 ��日 ��日 ��日 ��日 
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時 �時時 �時 �時時　時 �時時 �時時時 �時時時 �時時 �時時 �時時時 �時時時 
00 �4010 �40 �40　50　30 �30　30 �00　4015 �30　05　30 �20　50 �20　40 �40　50　45 �10　5010 
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今
年
も
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
大

切
な
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
注
射

は
ほ
ん
の
一
瞬
で
す
か
ら
お
手
間
は
取

ら
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
ワ
ン
ち
ゃ

ん
の
住
民
票
で
あ
る
登
録
も
一
緒
に
す

る
の
で
、
迷
子
に
な
っ
て
も
安
心
で
す

ね
。
（
登
録
は
生
涯
に
一
度
限
り
で
す
）

ま
す
の
で
、
都
合
の
い
い
目
を
選
ん
で

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
注
射

の
み
が
2
8
9
0
円
、
注
射
と
登
録
両

方
で
5
8
9
0
円
で
す
。

注
射
は
生
ま
れ
て
か
ら

即
日
以
上
の
飼
い
犬
が

受
け
て
く
だ
さ
い

平
成
7
年
度
か
ら
登
録

制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
た
か

注
射
は
生
後
9
1
日
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。
生
後
9
1
日
未
満
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
は

針
目
以
上
た
っ
て
か
ら
受
け
に
来
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
当
日
体
調
が
悪

か
っ
た
り
、
ご
主
人
様
の
言
う
こ
と
を

間
か
な
い
で
掻
い
で
い
る
愛
犬
は
、
受

け
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
取
り
扱
い
が
で

き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
は
毎
年
一
回
の
登
録
と
注

射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
1
年
度
か
ら
登
録
は
生
涯

一
回
で
よ
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
一

回
登
録
を
し
た
犬
は
、
平
成
8
年
度
か

ら
は
注
射
の
み
受
け
れ
ば
よ
く
な
っ
た

の
で
す
。死
亡
・
譲
渡
拡
と
を

あ
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ハ
ガ
キ
の
内
容
に
誤
り
、
変
更
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
保
健
衛
生
係
に

お
知
ら
せ
く
芦
－
さ
い
。

個
別
に
注
射
を
受
け

る
場
合
は
遠
賀
町
内

で
受
け
て
く
だ
さ
い

各
地
区
の
公
民
館
（
公
園
）
　
で
実
施

し
ま
す
が
、
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は

動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
お
ん
が
動
物
病
院

遠
賀
町
大
字
広
波
一
七
八
四
－
二

（
新
町
3
号
線
ハ
イ
パ
ス
下
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
1
1

吾
地
区
を
次
の
日
程

で
回
り
ま
す

ど
の
地
区
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き


